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 （石塚涼花・伊藤漱汰・岡村七海子・栗原丈・清水青空）   １
２班 古町困窮者たちの嘆願書
 （小山智由・鈴木拓弥・田積海人・谷村実風・日高洋佑）   ３
３班 「享保九年　古町百姓連判の嘆願書」を読んで
 （村松華奏・吉澤綾子・吉田光宏・米田陸人）   ７
４班 壬申紀行と中山道
 （藍原淳・石崎航平・岩田龍平・及川大輝・大月汰一・笠原佳寿馬）   ９
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おわりに
　ここまで、コロナ禍において急遽実施することとなったオンライン授業の一事例を紹介してきた。
オンライン授業に関わる技術的な側面は日々進化しており、ここで紹介する意味はあまりないと思われる。
そのため技術的な工夫については、ほとんど言及してこなかった。本稿はあくまでも、社会状況や大学の
方針がめまぐるしく変わるなか、その時々に利用できるツールを探し、学生の意見を聞きながら対応を
考え、進めてきたある授業の記録に過ぎない。しかし、そのような記録を残すことも、後には歴史的な
意味を少しは持つかもしれないと考える。そのため本稿には、本学や本学部にとってやや不都合かも
しれない内容も記すこととした。それらも含めて、2020年のコロナ禍の記録と言えると思うからである。
　最後に、本授業の教育的効果についてである。論文などの文献の読解、史料の翻刻や分析、報告書や
ポスター作りといった授業内容においては、個々の学生の力をある程度は伸ばすことができたと思われる。
ただ、画面越しで行ったプレゼンテーションは、相手の顔がほとんど見えず、反応も読み取れないなど、
対面とは条件が大きく異なり、人前でのプレゼンテーションにはあまり役に立たないかもしれない。だが、
今後はオンラインでのプレゼンテーションの場も増えると思われ、一定度の効果はあったのではない
だろうか。しかし、最も残念だったのは、史料調査の方法を身に付けることができなかったことである。
三脚を立て、一眼レフカメラを水平に設置し、史料を広げ、ピントを合わせて撮影する、といった一連の
動作を講義形式の授業で説明しても充分には伝わらない。実際に体験することは重要であろう。本授業
では文書調査は必須の内容ではないが、他の開講授業との兼ね合いを考えても、史料調査を体験する機会
はあった方が良いと思われる。どのような対応策があるのか、検討していく必要があろう。
　課題の多いオンライン授業ではあるが、既に指摘したようにメリットもいくつかあった。ただ、それら
のメリットを感じることができたのも、学生の授業出席率がたいへん高く、学生から多くの協力や意見を
得られたお陰だと考えている。このような授業作りに協力してくれた学生たちに感謝しつつ、オンライン
授業で有効性を確認できた手法を取り入れて、今後も有意義な授業ができるよう努めていきたい。
注
１　結局、前学期の授業は基本的にすべて遠隔で実施された。
２　本学の他キャンパスでは、全教員・全学生にGoogleアカウントは付与されていた。
３　一方で、学生からは課題の掲示方法と提出先が教員によって異なるため、混乱するとの声も多く聞かれた。
本年度後学期においては、課題掲示及び提出先がClassroomに統一されたことで、この点は改善されている。
４　第１回目の授業から、Googleフォームで各授業用に問い合わせ先を作成した。履修学生にはURLとパスワード
を伝え、質問や意見を受け付けていた。
５　2020年度前学期の授業では、３・４年次生の演習、１年次生の必修科目、教職科目の必修授業については、
初回からZoomミーティングを利用したWEB授業を実施した。本学部では、原則的に課題提示型授業を推
奨されているものと判断されたため、当初は一部ではWEB授業を実施しなかった。なお、この段階では、
Google Meetにグループを作る機能は設定されていなかった。
６　デジタルカメラによる文書資料の撮影については、佐藤大介編・NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク
発行「歴史資料保全活動におけるデジタルカメラによる文書資料撮影の手引き」などを使用した。
７　このような状況への対応策として、後学期の授業では無料で使用できるGoogleドキュメントを基本的に使用
している。また、現在は学内でのPC利用も再開されている。
８　後学期はこの反省を活かして、Classroom上でコメントを付ける機能を利用し、頻繁にやり取りすることで
学生をフォローしている。
